
第二回京都腎臓病療養指導士会試験対策講習会 アンケート結果 

2022 年 1 月８日 14:00-16:30 

参加者 30 名 アンケート回答者 26 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 



 
■全体を通して、今後に活かせると感じた事等、感想をご記入ください。 

 

■今後、京都腎臓病療養指導士会や、腎臓病療養指導士の資格を活かしてできる企画や活動、

イベントについてどのような事ができるか皆様のアイデアをお聞かせください。 

 

プレゼンテーションが素晴らしく、自信をもってご活躍の様子がうかがえました。

まだまだ勉強が必要と思いましたが大変本日勉強になり有難かったです。

貴重な時間の中でこうぎしていただいてありがとうございます。受験頑張りたいと思います。

講師の先生方の、わかりやすい講義、本当にありがとうございました。試験を受けられた経験から、勉強方法・ポイントもしっかりアドバ

イスされていて、受験生の方々は特に心強いだろうなと感じました。私のように試験を受ける予定が無くても、かなり勉強になることばか

りでした。知っているようで、そこまで詳しくなかったことも、今回確認できました。

今後も、試験対策という観点からだけでなく、このような各分野から講義していただける機会があると、とても刺激になります。

明日から、患者さんと向き合ううえで、少しでもお役に立てる知識が増えたのではないかなと思っています。

これからも勉強して、よりよい看護ができるよう、一人でも多くの患者さんに個々のレベルにあった、適切なお話しができるようにしてい

きたいです。貴重な時間をありがとうございました。

今後受験予定ですが、どこにポイントをおいて学習すればよいかがよくわかりました。ありがとうございました。

情報をとても丁寧に整理して説明していただけたので、試験勉強が進んでいない中、大変助かりました。ありがとうございました。

腎臓病療養指導について、日々の指導に活かしていきたいと思います。個人的に薬剤についてもう少し詳しく勉強しなくてはいけないなと

感じました。ありがとうございました。

単にテスト勉強だけでなく、明日からの実務に生かせる詳しい内容を教えていただき感謝です。ありがとうございました。

透析患者が増えており、糖尿病患者にも接する場面が多いので資格をぜひ取得したい

勉強にはなりましたが、もっと練習問題が沢山ほしいです。当日120問もあるのであれば、かなり不安です。

大変わかりやすく、また受験に当たっては実践的な形式で説明していただき、勉強になりました。薬剤師さん、栄養士さんからの講演は普

段看護師としては専門的に関われていない点であり、今回教えていただいたポイントに注目して患者指導に生かしていきたいです。

療養指導の試験に向けて分かりやすく説明していただいて有り難うございました。知識の少ない私にとってもとても為になる授業でした。

普段の業務に活かしていきたいです。

一度学習したつもりが曖昧で復習ポイントを確認することが出来ました。

わかりやすく、ポイントを押さえて講義していただき有難うございました。再度、勉強を強化していきたいと思います。

訪問看護STの方や、訪問栄養指導をされている管理栄養士の方々が在宅でのCKDの管理に悩んでおられる方も

多いです。すでに活動されているかもしれませんが、在宅での管理を見据えた学習会など企画していただける

と、医療機関・介護施設・在宅との連携が深まるように思います。

京都の中でも腎臓病療養指導士がいることによる何かしらの成果（データ）を出した方がいいと思います。で

ないと腎臓病療養指導士の存在に対する診療報酬がつかない＝腎臓病の教育入院がすすまない→なかなかCKD

の療養に対する認識が高まらない、という状態になると思います。

資格を持っている方々の講義、もっと聞きたいなと思いました。しっかり勉強されている分、とてもわかりや

すくて、よかったです。

特に、荒木さんはスライドも本当にわかりやすく、楽しく拝見し感動しました。声も聞きやすく、とてもわか

りやすかったです。

かなり、お時間がかかられたと思います。おつかれさまでした。

糖尿病療養指導士とのコラボ症例検討会（ZOOM）なんかはおもしろいのではないかと思いました。


